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資料１

眼の水晶体の等価線量限度の変更に関する規制に係る放射線審議会

からの答申を踏まえた規則等の制定について（案） 

 

令和 2 年 2 月 12 日 

原子力規制委員会 

 

1. 概要 

令和元年 12 月 4 日の第 46 回原子力規制委員会において、眼の水晶体の等価

線量限度の変更に関する規則等の改正に伴う意見募集の結果を踏まえた改正案

をとりまとめ、放射線審議会に諮問することを決定した。 

その後、同年 12 月 23 日の放射線審議会の審議を経て、12 月 23 日付で、原子

力規制委員会からの諮問は妥当である旨、答申を受けた（別添）。 

放射線審議会の答申等※を踏まえ、眼の水晶体の線量限度の変更等に関する以

下の規則等の制定をすることとする。 

 

2. 規則等の制定 

（１）放射性同位元素等の規制に関する法律（以下「放射性同位元素等規制

法」という。）の関連規則・告示【別紙 1～2】 

①眼の水晶体の線量限度の変更に伴う改正 

②核種一覧の表の誤記修正 

（２）核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（以下「原子炉

等規制法」という。）の関連告示【別紙 3～6】 

①眼の水晶体の線量限度の変更に伴う改正 

②核種一覧の表の誤記修正 

③原子炉等規制法関連告示の一本化及び形式的な修正等の実施 

 

3. 今後の予定（公布及び施行） 

・新たな検査制度（原子力規制検査）の実施に関する法令類の改正等の公布後、

速やかに公布する。 

 ・令和 3 年 4 月 1 日に施行する。ただし、核種一覧の表の誤記修正について

は、公布日に施行する。 

  

                                                  
※「新たな検査制度（原子力規制検査）の実施に向けた法令類の制定及び改正」（令和 2 年 2 月 5 日原子力規制委員会

決定）による改正内容（条項ずれ）を反映し、誤記も修正している。別紙 4及び 5 で赤字で示す。 
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添付資料 

別添 

 

別紙1 

放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則等の規定に基づく眼

の水晶体の等価線量限度に関する基準の策定について（答申） 

眼の水晶体の線量限度の変更のための放射性同位元素等の規制に関

する法律施行規則の一部を改正する規則 

別紙2 眼の水晶体の線量限度の変更のための平成十二年科学技術庁告示第

五号（放射線を放出する同位元素の数量等を定める件）の一部を改正

する告示 

別紙3 眼の水晶体の線量限度の変更のための核原料物質、核燃料物質及び原

子炉の規制に関する法律関係告示を改正する告示 本文 

別紙4 別紙 3による核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等

の規定に基づく線量限度等を定める告示の一部改正 新旧対照条文 

別紙5 別紙 3による東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保

安及び特定核燃料物質の防護に関して必要な事項を定める告示の一

部改正 新旧対照条文 

別紙6 別紙 3による平成二年科学技術庁告示第五号（核燃料物質等の工場又

は事業所の外における運搬に関する技術上の基準に係る細目等を定

める告示）の一部改正 新旧対照条文 

 

 

以上 
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○
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

号

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
眼
の
水
晶
体
の
線
量
限
度
の
変
更
の
た
め
の
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

眼
の
水
晶
体
の
線
量
限
度
の
変
更
の
た
め
の
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
、
別
表
に
よ

り
改
正
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
中
の
傍
線
及
び
二
重
傍
線
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し

た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。

二

条
項
番
号
そ
の
他
の
標
記
部
分
（
以
下
単
に
「
標
記
部
分
」
と
い
う
。
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
前
欄
及

別紙１
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び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
標
記
部
分
が
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
で
異
な
る
と
き
は
、
改

正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
と
し
て
移
動
す
る
こ
と
。

三

標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
規
定
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

5 



- 3 -

別
表

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

改

正

前

改

正

後

（
測
定
）

（
測
定
）

第
二
十
条

［
略
］

第
二
十
条

［
同
上
］

２

２

［
同
上
］

法
第
二
十
条
第
二
項
の
放
射
線
の
量
の
測
定
は
、
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量

及
び
内
部
被
ば
く
（
人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
か
ら
の
放
射
線

に
被
ば
く
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
線
量
に
つ
い
て
、
次
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

一

外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

一

［
同
上
］

う
こ
と
。

イ

［
略
］

イ

［
同
上
］

ロ

頭
部
及
び
け
い
部
か
ら
成
る
部
分
、
胸
部
及
び
上
腕
部
か
ら
成
る
部

ロ

頭
部
及
び
け
い
部
か
ら
成
る
部
分
、
胸
部
及
び
上
腕
部
か
ら
成
る
部

分
並
び
に
腹
部
及
び
大
た
い
部
か
ら
成
る
部
分
の
う
ち
、
外
部
被
ば
く

分
並
び
に
腹
部
及
び
大
た
い
部
か
ら
成
る
部
分
の
う
ち
、
外
部
被
ば
く

に
よ
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
が
胸
部
及
び
上
腕
部

に
よ
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
が
胸
部
及
び
上
腕
部

か
ら
成
る
部
分
（
イ
に
お
い
て
腹
部
に
つ
い
て
測
定
す
る
こ
と
と
さ
れ

か
ら
成
る
部
分
（
イ
に
お
い
て
腹
部
に
つ
い
て
測
定
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
女
子
に
あ
つ
て
は
腹
部
及
び
大
た
い
部
か
ら
成
る
部
分
）
以
外
の
部

る
女
子
に
あ
つ
て
は
腹
部
及
び
大
た
い
部
か
ら
成
る
部
分
）
以
外
の
部

分
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
イ
に
よ
る
測
定
に
加
え
、
当
該
外
部
被

分
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
イ
の
ほ
か
当
該
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線

ば
く
に
よ
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
一

量
が
最
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量

ル
線
量
当
量
及
び
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
（
中
性
子
線
に

（
中
性
子
線
に
つ
い
て
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
）
を
測
定

つ
い
て
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
）
を
測
定
す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

ハ

人
体
部
位
の
う
ち
、
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ

ハ

人
体
部
位
の
う
ち
、
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
部
位
が
、
頭
部
、
け
い
部
、
胸
部
、
上
腕
部
、
腹
部
及
び
大

れ
の
あ
る
部
位
が
、
頭
部
、
け
い
部
、
胸
部
、
上
腕
部
、
腹
部
及
び
大

た
い
部
以
外
の
部
位
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
イ
又
は
ロ
に
よ
る
測

た
い
部
以
外
の
部
位
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
イ
及
び
ロ
の
ほ
か
、

定
に
加
え
、
当
該
部
位
に
つ
い
て
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当

当
該
部
位
に
つ
い
て
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
測
定
す

量
を
測
定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
性
子
線
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
性
子
線
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

で
な
い
。

ニ

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
を
算
定
す
る
た
め
の
線
量
の
測
定
は
、
イ

［
号
の
細
分
を
加
え
る
。
］

か
ら
ハ
ま
で
の
測
定
の
ほ
か
、
眼
の
近
傍
そ
の
他
の
適
切
な
部
位
に
つ
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い
て
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

ホ

［
略
］

ニ

［
同
上
］

ヘ

［
略
］

ホ

［
同
上
］

二

［
略
］

二

［
同
上
］

３

［
略
］

３

［
同
上
］

４

［
同
上
］

４

法
第
二
十
条
第
三
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

［
一
～
五
の
二

略
］

［
一
～

同
上
］

五
の
二

［
号
を
加
え
る
。
］

五
の
三

前
号
の
規
定
は
、
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
等
価
線
量
の
う

ち
、
眼
の
水
晶
体
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
「
実
効
線
量
」
と
あ
る
の
は
「
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
」
と
、
「
累
積

実
効
線
量
」
と
あ
る
の
は
「
眼
の
水
晶
体
の
累
積
等
価
線
量
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

六

［
略
］

六

［
同
上
］

七

第
二
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
の
記
録
（
第
二
十
六
条
第
一
項
第
九
号
た

七

第
二
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
の
記
録
（
第
二
十
六
条
第
一
項
第
九
号
た

だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
保
存
す
る
記
録
を
含
む
。
）
を
保
存
す
る
こ
と
。

だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
保
存
す
る
記
録
を
含
む
。
）
を
保
存
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
記
録
の
対
象
者
が
許
可
届
出
使
用
者
若
し
く
は
許
可
廃
棄
業

た
だ
し
、
当
該
記
録
の
対
象
者
が
許
可
届
出
使
用
者
若
し
く
は
許
可
廃
棄
業

者
の
従
業
者
で
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
記
録
を
五
年
以
上
保
存
し
た
場

者
の
従
業
者
で
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
当
該
記
録
を
五
年
以
上
保
存
し
た
場

合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す

合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八

［
略
］

八

［
同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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○
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第

号

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
）
第
一
条
並
び
に
第
二
十

条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
眼
の
水
晶
体
の
線
量
限
度
の
変
更
の
た
め
の
平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五

号
（
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
数
量
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

眼
の
水
晶
体
の
線
量
限
度
の
変
更
の
た
め
の
平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素

の
数
量
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
数
量
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍

線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

硝
酸

塩
硫

化
物

酸
化

物
水

酸
化

物
及

び
金

属
銀

硝
酸

塩
硫

化
物

酸
化

物
及

び
水

酸
化

物

別
表
第
二
中
「

」
を
「

、
、

、
、

、

別紙２

8 
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」
に
改
め
る
。

以
外

の
化

合
物

並
び

に
金

属
銀

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

9 
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別
表

の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
数
量
等
を
定
め
る
件
）

改

正

前

改

正

後

（
等
価
線
量
限
度
）

（
等
価
線
量
限
度
）

第
六
条

規
則
第
一
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
各
組
織

第
六
条

規
則
第
一
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
各
組
織

の
一
定
期
間
内
に
お
け
る
線
量
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

の
一
定
期
間
内
に
お
け
る
線
量
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
に
つ
き

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
に
つ
き

五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区

百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

分
し
た
各
期
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

［
二
・
三

略
］

［
二
・
三

同
上
］

（
一
時
的
立
入
者
の
測
定
に
係
る
線
量
）

（
一
時
的
立
入
者
の
測
定
に
係
る
線
量
）

第
十
八
条

規
則
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
に
規
定
す
る
一
時
的
立
入
者
で

第
十
八
条

規
則
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
一
時
的
立
入
者
で

あ
つ
て
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
い
も
の
の
測
定
に
係
る
線
量
は
、
実
効
線

あ
つ
て
放
射
線
業
務
従
事
者
で
な
い
も
の
の
測
定
に
係
る
線
量
は
、
実
効
線

量
に
つ
い
て
百
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

量
に
つ
い
て
百
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
算
定
）

（
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
算
定
）

第
二
十
条

［
略
］

第
二
十
条

［
同
上
］

２

規
則
第
二
十
条
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
等
価
線
量
は
、
次
の
と
お
り

２

［
同
上
］

と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七

リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち

十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
適
切
な
方
と
す
る
こ
と
。

、
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

［
略
］

三

［
同
上
］

３

規
則
第
二
十
条
第
四
項
第
五
号
の
二
（
同
項
第
五
号
の
三
に
お
い
て
読
み

３

規
則
第
二
十
条
第
四
項
第
五
号
の
二
に
規
定
す
る
期
間
は
、
平
成
十
三
年

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
期
間
は
、
平
成
十
三
年
四

四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
と
す
る
。

月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
と
す
る
。

10 
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備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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○
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第

号

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
十

七
条
第
八
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
眼
の
水
晶
体
の
線
量
限
度
の
変
更
の
た
め
の
平
成
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃

料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

眼
の
水
晶
体
の
線
量
限
度
の
変
更
の
た
め
の
平
成
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業

所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
改
正
の
対
象
と
な
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
一
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
告
示
の
一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
表
に
よ
り
改
正
す
る
。

一

平
成
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）

別
表
第
一

別紙３

12 
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二

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
保
安
及
び
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
告
示
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
三
号
）

別
表
第
二

三

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
等
の
規
定
に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
（
平

成
二
十
七
年
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
八
号
。
以
下
「
線
量
告
示
」
と
い
う
。
）

別
表
第
三

硝
酸

塩
硫

化
物

酸
化

物
水

酸
化

物
及

び
金

属
銀

硝
酸

塩
硫

化
物

第
二
条

次
に
掲
げ
る
告
示
の
規
定
中
「

」
を
「

、
、

、
、

、

」
に
改
め
る
。

酸
化

物
及

び
水

酸
化

物
以

外
の

化
合

物
並

び
に

金
属

銀

一

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基

づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成
元
年
運
輸
省
告
示
第
八
十
七
号
。
以
下
「
船
舶
炉
告
示
」
と
い
う
。
）
別
表
第

一
二

線
量
告
示
別
表
第
一

第
三
条

第
一
条
各
号
に
定
め
る
表
中
の
傍
線
及
び
二
重
傍
線
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し

た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。

13 
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二

条
項
番
号
そ
の
他
の
標
記
部
分
（
以
下
単
に
「
標
記
部
分
」
と
い
う
。
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
前
欄
及

び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
標
記
部
分
が
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
で
同
一
の
と
き
は
、
改

正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。

三

標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
標
記

部
分
が
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
で
異
な
る
と
き
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
と
し
て
移

動
す
る
こ
と
。

四

標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
前
欄
に
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
規
定
を
削
る
こ
と
。

五

標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
規
定
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
廃
棄
に
関
す
る
措
置
等
に
係
る
技
術
的
細
目
を
定
め
る
告
示
（
昭
和

14 
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五
十
三
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
九
号
）
及
び
船
舶
炉
告
示
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

※
官
報
掲
載
時
は
【
別
表
】
の
体
裁
に
よ
る
新
旧
対
照
表
を
挿
入

15 
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別
表
第
三

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
等
の
規
定
に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表
（
第
一

条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

（
管
理
区
域
に
係
る
線
量
等
）

（
管
理
区
域
に
係
る
線
量
等
）

第
一
条

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以

第
一
条

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以

下
「
製
錬
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
試
験
研
究
の
用
に

下
「
製
錬
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
試
験
研
究
の
用
に

供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
試
験
炉
規
則

供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
試
験
炉
規
則

」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
二
項
第
四
号
、
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関

」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
二
項
第
四
号
、
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関

す
る
規
則
（
以
下
「
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項

す
る
規
則
（
以
下
「
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項

第
二
号
、
使
用
施
設
等
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
○
年
原
子
力
規

第
二
号
、
使
用
施
設
等
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
○
年
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
使
用
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二

制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
使
用
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二

十
二
条
第
一
号
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
加

十
二
条
第
一
号
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
加

工
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
核
原
料
物
質
の
使
用
に
関

工
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
核
原
料
物
質
の
使
用
に
関

す
る
規
則
（
以
下
「
核
原
料
物
質
使
用
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
号

す
る
規
則
（
以
下
「
核
原
料
物
質
使
用
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
号

、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
再
処
理
規
則
」

、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
再
処
理
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転

と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転

等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
実
用
炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第

等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
実
用
炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第

四
号
、
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。

四
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種

）
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
号

廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
第
二
種
埋
設
規
則
」
と
い
う

。
以
下
「
船
舶
炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
四
号
、
核
燃
料
物

。
）
第
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ

質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
廃
棄
物

業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
第
二
種
埋
設
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二

管
理
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
三
号
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の

第
二
項
第
八
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物

事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
貯
蔵
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第

の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
廃
棄
物
管
理
規
則
」
と
い

二
号
、
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（

う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
三
号
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規

以
下
「
研
開
炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
四
号
、
核
燃
料
物
質

則
（
以
下
「
貯
蔵
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
号
、
研
究
開
発

の
受
託
貯
蔵
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
受
託
貯
蔵
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一

段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
研
開
炉
規

条
第
二
号
及
び
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
四
号
、
核
燃
料
物
質
の
受
託
貯
蔵
に
関

第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
第
一
種
埋
設
規
則
」

す
る
規
則
（
以
下
「
受
託
貯
蔵
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
号
及
び
核

と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量

別紙４
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燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋

、
濃
度
（
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
二
条
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
管
理
区

設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
第
一
種
埋
設
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二

域
内
の
人
が
常
時
立
ち
入
る
場
所
の
空
気
中
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は

条
第
二
項
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
、
濃
度
（
使
用
技

密
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

術
基
準
規
則
第
二
十
二
条
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
管
理
区
域
内
の
人
が
常
時

立
ち
入
る
場
所
の
空
気
中
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
密
度
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

濃
度
に
つ
い
て
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
が
第
六
条
第
一
号

二

濃
度
に
つ
い
て
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
が
第
六
条
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
濃
度
（
原
子
力
船
に
あ
っ
て
は
、
当
該
濃

か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
濃
度
の
十
分
の
一

度
の
七
分
の
六
）
の
十
分
の
一

三

［
略
］

三

［
同
上
］

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
周
辺
監
視
区
域
外
の
線
量
限
度
）

（
周
辺
監
視
区
域
外
の
線
量
限
度
）

第
二
条

製
錬
規
則
第
一
条
第
二
項
第
三
号
、
試
験
炉
規
則
第
一
条
の
二
第
二

第
二
条

製
錬
規
則
第
一
条
第
二
項
第
三
号
、
試
験
炉
規
則
第
一
条
の
二
第
二

項
第
六
号
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

項
第
六
号
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

則
（
令
和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
試
験
炉
技
術
基

則
（
令
和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
試
験
炉
技
術
基

準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
一
条

準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
一
条

第
二
項
第
三
号
、
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
四
条
第
一
号
、
加
工
規
則
第

第
二
項
第
三
号
、
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
四
条
第
一
号
、
加
工
規
則
第

一
条
第
二
項
第
四
号
、
加
工
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
○
年

一
条
第
二
項
第
四
号
、
加
工
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
○
年

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
加
工
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
加
工
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う

。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
一
条
第
三
号
、
再
処

。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
一
条
第
三
号
、
再
処

理
規
則
第
一
条
第
二
項
第
四
号
、
再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

理
規
則
第
一
条
第
二
項
第
四
号
、
再
処
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

（
令
和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
再
処
理
技
術
基
準

（
令
和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
再
処
理
技
術
基
準

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
実
用
炉
規
則
第
二
条
第
二
項
第

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
一
項
、
実
用
炉
規
則
第
二
条
第
二
項
第

六
号
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

六
号
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

則
（
以
下
「
実
用
炉
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
、

則
（
以
下
「
実
用
炉
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
、

船
舶
炉
規
則
第
二
条
第
二
項
第
六
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
一
条
の
二
第
二

第
二
種
埋
設
規
則
第
一
条
の
二
第
二
項
第
九
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
一
条

項
第
九
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
一
条
第
二
項
第
四
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄

第
二
項
第
四
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
施
設
又
は
特
定
廃
棄
物
管
理
施

物
埋
設
施
設
又
は
特
定
廃
棄
物
管
理
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令

設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇

和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋

号
。
以
下
「
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
等
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
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設
等
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
、
貯
蔵
規
則
第
一
条

二
十
条
第
一
項
、
貯
蔵
規
則
第
一
条
第
二
項
第
三
号
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施

第
二
項
第
三
号
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令

設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇

和
○
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
〇
号
。
以
下
「
貯
蔵
技
術
基
準
規
則
」

号
。
以
下
「
貯
蔵
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
一
項
、
研

と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
一
項
、
研
開
炉
規
則
第
二
条
第
二
項
第
六
号
、

開
炉
規
則
第
二
条
第
二
項
第
六
号
、
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る

の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
研
開
炉
技
術
基
準
規
則

規
則
（
以
下
「
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項

」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
一
条
第
三
号
及
び

、
受
託
貯
蔵
規
則
第
一
条
第
三
号
及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
二
条
第
二
項
第

第
一
種
埋
設
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る

四
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

線
量
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

。［
一
～
三

略
］

［
一
～
三

同
上
］

２

［
略
］

２

［
同
上
］

（
線
量
当
量
率
等
の
記
録
）

（
線
量
当
量
率
等
の
記
録
）

第
三
条

製
錬
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ
、
試
験
炉
規
則
第
六
条
第

第
三
条

製
錬
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ
、
試
験
炉
規
則
第
六
条
第

一
項
の
表
第
四
号
イ
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
第
一
項
の
表

一
項
の
表
第
四
号
イ
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
第
一
項
の
表

第
二
号
イ
及
び
ハ
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ

第
二
号
イ
及
び
ハ
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ

、
再
処
理
規
則
第
八
条
第
一
項
の
表
第
二
号
イ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七
条

、
再
処
理
規
則
第
八
条
第
一
項
の
表
第
二
号
イ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七
条

第
一
項
の
表
第
五
号
イ
、
船
舶
炉
規
則
第
十
九
条
第
一
項
の
表
第
四
号
イ
、

第
一
項
の
表
第
五
号
イ
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二

廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
イ
、
貯
蔵
規
則
第
二
十

号
イ
、
貯
蔵
規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
イ
、
研
開
炉
規
則
第
六

七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
イ
、
研
開
炉
規
則
第
六
十
二
条
第
一
項
の
表
第
五

十
二
条
第
一
項
の
表
第
五
号
イ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条
第
一

号
イ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
表
第
三
号
イ
の
線
量

項
の
表
第
三
号
イ
の
線
量
当
量
率
並
び
に
試
験
炉
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表

当
量
率
並
び
に
試
験
炉
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
四
号
ハ
、
加
工
規
則
第

第
四
号
ハ
、
加
工
規
則
第
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ
、
再
処
理
規
則
第
八

七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ
、
再
処
理
規
則
第
八
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ

条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
表
第
五
号

、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
表
第
五
号
ハ
、
船
舶
炉
規
則
第
十
九

ハ
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ
及
び
ハ
、
廃
棄
物

条
第
一
項
の
表
第
四
号
ハ
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
二

管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
、
貯
蔵
規
則
第
二
十
七
条
第

号
ロ
及
び
ハ
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
、
貯

一
項
の
表
第
三
号
ハ
、
研
開
炉
規
則
第
六
十
二
条
第
一
項
の
表
第
五
号
ハ
並

蔵
規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ハ
、
研
開
炉
規
則
第
六
十
二
条
第

び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ハ
及
び
ニ
の
線
量

一
項
の
表
第
五
号
ハ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
表
第

当
量
は
、
第
十
条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
も
の
に

三
号
ハ
及
び
ニ
の
線
量
当
量
は
、
第
十
条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ

つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

り
算
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

２

製
錬
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
、
試
験
炉
規
則
第
六
条
第
一
項

２

製
錬
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
、
試
験
炉
規
則
第
六
条
第
一
項
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の
表
第
四
号
ニ
及
び
ヘ
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
第
一
項
の

の
表
第
四
号
ニ
及
び
ヘ
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
第
一
項
の

表
第
二
号
ニ
及
び
ヘ
、
加
工
規
則
第
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
及
び
ホ
、

表
第
二
号
ニ
及
び
ヘ
、
加
工
規
則
第
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
及
び
ホ
、

核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
、
再
処
理
規
則
第
八

核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
、
再
処
理
規
則
第
八

条
第
一
項
の
表
第
二
号
ヘ
及
び
チ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
表

条
第
一
項
の
表
第
二
号
ヘ
及
び
チ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七
条
第
一
項
の
表

第
五
号
ニ
及
び
ヘ
、
船
舶
炉
規
則
第
十
九
条
第
一
項
の
表
第
四
号
ニ
、
第
二

第
五
号
ニ
及
び
ヘ
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及

種
埋
設
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ヘ
、
廃
棄
物
管
理
規
則

び
ヘ
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ヘ
、
貯

第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ヘ
、
貯
蔵
規
則
第
二
十
七
条
第
一

蔵
規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ニ
及
び
ヘ
、
研
開
炉
規
則
第
六
十

項
の
表
第
三
号
ニ
及
び
ヘ
、
研
開
炉
規
則
第
六
十
二
条
第
一
項
の
表
第
五
号

二
条
第
一
項
の
表
第
五
号
ニ
及
び
ヘ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条

ニ
及
び
ヘ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ホ
及

第
一
項
の
表
第
三
号
ホ
及
び
ト
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
は
、
次
に
つ

び
ト
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
は
、
次
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す

い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

［
一
～
三

略
］

［
一
～
三

同
上
］

３

製
錬
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ホ
、
試
験
炉
規
則
第
六
条

３

製
錬
規
則
第
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ホ
、
試
験
炉
規
則
第
六
条

第
一
項
の
表
第
四
号
ホ
及
び
ト
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
第

第
一
項
の
表
第
四
号
ホ
及
び
ト
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
第

一
項
の
表
第
二
号
ホ
及
び
ト
、
加
工
規
則
第
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及

一
項
の
表
第
二
号
ホ
及
び
ト
、
加
工
規
則
第
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及

び
ヘ
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ホ
、
再

び
ヘ
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ニ
及
び
ホ
、
再

処
理
規
則
第
八
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ト
及
び
リ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七

処
理
規
則
第
八
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ト
及
び
リ
、
実
用
炉
規
則
第
六
十
七

条
第
一
項
の
表
第
五
号
ホ
及
び
ト
、
船
舶
炉
規
則
第
十
九
条
第
一
項
の
表
第

条
第
一
項
の
表
第
五
号
ホ
及
び
ト
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の

四
号
ホ
及
び
ヘ
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ホ
及
び

表
第
二
号
ホ
及
び
ト
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号

ト
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
の
表
第
二
号
ホ
及
び
ト
、
貯
蔵

ホ
及
び
ト
、
貯
蔵
規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ホ
及
び
ト
、
研
開

規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ホ
及
び
ト
、
研
開
炉
規
則
第
六
十
二

炉
規
則
第
六
十
二
条
第
一
項
の
表
第
五
号
ホ
及
び
ト
並
び
に
第
一
種
埋
設
規

条
第
一
項
の
表
第
五
号
ホ
及
び
ト
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
四
十
四
条
第

則
第
四
十
四
条
第
一
項
の
表
第
三
号
ヘ
及
び
チ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

一
項
の
表
第
三
号
ヘ
及
び
チ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
五
年
間
は
、

め
る
五
年
間
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期

平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
と
す
る
。

間
と
す
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
五
年
間
の
線
量
は
、
一
年
間
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
実
効

４

前
項
に
規
定
す
る
五
年
間
の
線
量
は
、
一
年
間
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
実
効

線
量
及
び
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
線
量
に
つ
い
て
記

線
量
の
合
計
線
量
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

録
す
る
も
の
と
す
る
。

（
表
面
密
度
限
度
）

（
表
面
密
度
限
度
）

第
四
条

試
験
炉
規
則
第
七
条
第
一
号
ハ
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の

第
四
条

試
験
炉
規
則
第
七
条
第
一
号
ハ
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の

十
一
の
四
第
一
号
ハ
、
加
工
規
則
第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
ハ
、
核
原
料
物

十
一
の
四
第
一
号
ハ
、
加
工
規
則
第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
ハ
、
核
原
料
物
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質
使
用
規
則
第
二
条
第
三
号
ハ
、
再
処
理
規
則
第
九
条
第
一
号
ハ
、
実
用
炉

質
使
用
規
則
第
二
条
第
三
号
ハ
、
再
処
理
規
則
第
九
条
第
一
号
ハ
、
実
用
炉

規
則
第
七
十
八
条
第
一
号
ハ
、
船
舶
炉
規
則
第
二
十
条
第
一
号
ハ
、
第
二
種

規
則
第
七
十
八
条
第
一
号
ハ
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
四
条
第
一
号
ハ
、
廃

埋
設
規
則
第
十
四
条
第
一
号
ハ
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
七
条
第
一
号
ハ

棄
物
管
理
規
則
第
二
十
七
条
第
一
号
ハ
、
貯
蔵
規
則
第
二
十
九
条
第
一
号
ハ

、
貯
蔵
規
則
第
二
十
九
条
第
一
号
ハ
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
三
条
第
一
号
ハ

、
研
開
炉
規
則
第
七
十
三
条
第
一
号
ハ
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
六
号
ハ

、
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
六
号
ハ
及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
三
条
第

及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
三
条
第
一
号
ハ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定

一
号
ハ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
表
面
密
度
限
度
は
、
次
の
表
の
と

め
る
表
面
密
度
限
度
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

［
表

略
］

［
表

同
上
］

（
放
射
線
業
務
従
事
者
等
の
線
量
限
度
）

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

第
五
条

製
錬
規
則
第
七
条
の
七
第
四
号
、
試
験
炉
規
則
第
八
条
第
一
項
第
一

第
五
条

製
錬
規
則
第
七
条
の
七
第
四
号
、
試
験
炉
規
則
第
八
条
第
一
項
第
一

号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
、
加
工
規

号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
、
加
工
規

則
第
七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
五
号
イ

則
第
七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
五
号
イ

及
び
第
十
一
号
の
二
ハ
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
実
用
炉
規

及
び
第
十
一
号
の
二
ハ
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
実
用
炉
規

則
第
七
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外

則
第
七
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一

に
お
け
る
廃
棄
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
。

号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条

以
下
「
外
廃
棄
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

、
核
燃
料
物
質

第
一
項
第
一
号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
受
託
貯
蔵
規

第
八
号

等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三

則
第
二
条
第
八
号
イ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号

年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
。
以
下
「
外
運
搬
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条

の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
次
の

第
八
号
、
船
舶
炉
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第

と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
十
一
号
の
二

十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、

ハ
に
掲
げ
る
線
量
限
度
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
第

一
号
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
八
号
イ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十

四
条
第
一
項
第
一
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
は
、
実
効

線
量
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第

二
条
第
十
一
号
の
二
ハ
に
掲
げ
る
線
量
限
度
に
つ
い
て
は
、
第
四
号
の
規
定

は
適
用
し
な
い
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

三

女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
、
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
核
原

三

女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
、
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
製
錬

料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

事
業
者
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
の
八

律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
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に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
等
（
以
下
単
に
「
原
子
力
事
業
者
等
」
と
い

十
二
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
製
錬
事
業
者
等
を
含
む
。
）
、
加
工

う
。
）
及
び
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
、
受
託
貯
蔵

事
業
者
（
法
第
二
十
二
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
加
工
事
業
者
等
を

者
、
核
原
料
物
質
使
用
者
及
び
国
際
規
制
物
資
使
用
者
（
法
第
六
十
一
条

含
む
。
）
、
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三

の
三
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
法
第
五
十
七
条
の
七
第
一
項

第
一
項
に
規
定
す
る
旧
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
等
を
含
む
。
）
、

第
三
号
の
核
原
料
物
質
以
外
の
核
原
料
物
質
で
あ
る
国
際
規
制
物
資
を
使

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
（
法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
五
第
一
項
に
規
定

用
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
一
条
の
九
の
三
第
一
項
に
規

す
る
旧
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
を
含
む
。
）
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業

定
す
る
旧
国
際
規
制
物
資
使
用
者
等
を
含
む
。
）
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

者
（
法
第
四
十
三
条
の
二
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
使
用
済
燃
料
貯
蔵

て
「
製
錬
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
に
書
面
で
申
し
出
た
者
並
び
に
次
号

事
業
者
等
を
含
む
。
）
、
再
処
理
事
業
者
（
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規

に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
前
二
号
に
規
定
す
る
ほ
か
、

定
す
る
旧
再
処
理
事
業
者
等
を
含
む
。
）
、
廃
棄
事
業
者
（
法
第
五
十
一

四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期
と
す
る
各
三

条
の
二
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
廃
棄
事
業
者
等
を
含
む
。
）
、
使
用

月
間
に
つ
き
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

者
（
法
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
使
用
者
等
を
含
む
。
）

、
受
託
貯
蔵
者
、
核
原
料
物
質
使
用
者
及
び
国
際
規
制
物
資
使
用
者
（
法

第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
法
第
五
十
七
条

の
七
第
一
項
第
三
号
の
核
原
料
物
質
以
外
の
核
原
料
物
質
で
あ
る
国
際
規

制
物
資
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
一
条
の
九
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
旧
国
際
規
制
物
資
使
用
者
等
を
含
む
。
）
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
製
錬
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
に
書
面
で
申
し
出
た
者

並
び
に
次
号
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
前
二
号
に
規
定

す
る
ほ
か
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始
期

と
す
る
各
三
月
間
に
つ
き
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

四

［
略
］

四

［
同
上
］

２

製
錬
規
則
第
七
条
の
七
第
四
号
、
試
験
炉
規
則
第
八
条
第
一
項
第
一
号
、

２

製
錬
規
則
第
七
条
の
七
第
四
号
、
試
験
炉
規
則
第
八
条
第
一
項
第
一
号
、

核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
、
加
工
規
則
第

核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
、
加
工
規
則
第

七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
五
号
イ
及
び

七
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
五
号
イ
及
び

第
十
一
号
の
二
ハ
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
実
用
炉
規
則
第

第
十
一
号
の
二
ハ
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
実
用
炉
規
則
第

七
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
外
廃
棄
規
則
第
二
条
第
一
項

、
外
運
搬

七
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、

第
八
号

規
則
第
十
七
条
第
八
号
、
船
舶
炉
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二

廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
一

種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第

項
第
一
号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
受
託
貯
蔵
規
則
第

一
項
第
一
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十

二
条
第
八
号
イ
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
原

四
条
第
一
項
第
一
号
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
八
号
イ
並
び
に
第
一
種
埋

子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
は
、
等
価
線
量
に
つ
い
て
次
の
と
お

設
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量

り
と
す
る
。
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限
度
は
、
等
価
線
量
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
五
年
間
に
つ

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
一
年
間
に
つ
き
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

［
二
・
三

略
］

［
二
・
三

同
上
］

（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
濃
度
限
度
）

（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
濃
度
限
度
）

第
六
条

試
験
炉
規
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二

第
六
条

試
験
炉
規
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二

条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
二
号
、
加
工
規
則
第
七
条
の
三
第
一
項
第
二
号
、

条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
二
号
、
加
工
規
則
第
七
条
の
三
第
一
項
第
二
号
、

核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
五
号
ロ
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第
一
項
第

核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
五
号
ロ
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第
一
項
第

二
号
、
実
用
炉
規
則
第
七
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
船
舶
炉
規
則
第
二
十
一

二
号
、
実
用
炉
規
則
第
七
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十

条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
廃
棄
物

五
条
第
一
項
第
二
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
貯

管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
一
項
第
二

蔵
規
則
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
第
二

号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
一
項
第
二
号
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第

号
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
八
号
ロ
及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条

八
号
ロ
及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
原
子
力
規
制

第
一
項
第
二
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
濃
度
限
度
は
、
三
月
間
に

委
員
会
の
定
め
る
濃
度
限
度
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
に
つ
い
て

つ
い
て
の
平
均
濃
度
が
次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
各
号
の
濃
度
（
原
子
力
船
に
あ
っ
て
は
、
当
該
濃
度
の
七
分
の
六
）
と

す
る
。

［
一
～
五

略
］

［
一
～
五

同
上
］

（
緊
急
作
業
に
係
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

（
緊
急
作
業
に
係
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

第
七
条

試
験
炉
規
則
第
八
条
第
二
項
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十

第
七
条

試
験
炉
規
則
第
八
条
第
二
項
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十

一
の
五
第
二
項
、
加
工
規
則
第
七
条
の
三
第
二
項
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第

一
の
五
第
二
項
、
加
工
規
則
第
七
条
の
三
第
二
項
、
再
処
理
規
則
第
十
条
第

二
項
、
実
用
炉
規
則
第
七
十
九
条
第
二
項
、
外
運
搬
規
則
第
二
十
六
条
第
二

二
項
、
実
用
炉
規
則
第
七
十
九
条
第
二
項
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第

項
、
船
舶
炉
規
則
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第
二

二
項
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
二
項
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
二

項
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
二
項
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
二
項

項
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
二
項
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
四
条
第
二
項
及

、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
二
項
、
受
託
貯
蔵
規
則
第
四
条
第
二
項
及
び

び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る

第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線

線
量
限
度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
眼
の
水
晶
体
の

量
限
度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
眼
の
水
晶
体
の
等

等
価
線
量
に
つ
い
て
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
に
つ
い

価
線
量
に
つ
い
て
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
に
つ
い
て

て
一
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

一
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

２

［
略
］

２

［
同
上
］
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一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
第
三
項
第
一
号
若
し
く

二

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
第
三
項
第
一
号
若
し
く

は
第
二
号
に
定
め
る
検
出
さ
れ
た
放
射
線
量
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

は
第
二
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
又
は
同
条
第
四
項
第

た
こ
と
又
は
同
条
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
事
象

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
事
象

［
三
・
四

略
］

［
三
・
四

同
上
］

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
象
が
発
生
し
た
場

［
項
を
加
え
る
。
］

合
の
外
運
搬
規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線

量
限
度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
二
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
眼
の
水
晶

体
の
等
価
線
量
に
つ
い
て
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
に

つ
い
て
一
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

一

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
四
項
第
四
号
に
定
め

る
放
射
線
量
又
は

第
六
条
第
三
項
第
三
号
の
区
分
に
よ
り
同
号
に
定

同
令

め
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
。

二

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
原
子
力
防
災
管
理
者
が
通
報

す
べ
き
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
事
象
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
二
十
四
年

文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
令
第
二
号
）
第
三
条
又
は
第
四
条
の
事
象

国
土
交
通
省

４

試
験
炉
規
則
第
八
条
第
三
項
第
三
号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の

３

試
験
炉
規
則
第
八
条
第
三
項
第
三
号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の

十
一
の
五
第
三
項
第
三
号
、
加
工
規
則
第
七
条
の
三
第
三
項
第
三
号
、
再
処

十
一
の
五
第
三
項
第
三
号
、
加
工
規
則
第
七
条
の
三
第
三
項
第
三
号
、
再
処

理
規
則
第
十
条
第
三
項
第
三
号
、
実
用
炉
規
則
第
七
十
九
条
第
三
項
第
三
号

理
規
則
第
十
条
第
三
項
第
三
号
、
実
用
炉
規
則
第
七
十
九
条
第
三
項
第
三
号

、
外
運
搬
規
則
第
二
十
六
条
第
三
項
第
三
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条

、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十

第
三
項
第
三
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
第
三
号
、
貯
蔵
規

八
条
第
三
項
第
三
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
条
第
三
項
第
三
号
、
研
開
炉
規
則

則
第
三
十
条
第
三
項
第
三
号
、
研
開
炉
規
則
第
七
十
四
条
第
三
項
第
三
号
及

第
七
十
四
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
三
項
第

び
第
一
種
埋
設
規
則
第
五
十
四
条
第
三
項
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が

三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
場
合
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

定
め
る
場
合
は
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
象
の
い
ず

ま
で
に
掲
げ
る
事
象
の
い
ず
れ
か
が
発
生
し
た
場
合
と
す
る
。

れ
か
が
発
生
し
た
場
合
と
す
る
。

（
周
辺
監
視
区
域
外
の
濃
度
限
度
等
）

（
周
辺
監
視
区
域
外
の
濃
度
限
度
等
）

第
八
条

試
験
炉
規
則
第
十
四
条
第
四
号
及
び
第
七
号
、
試
験
炉
技
術
基
準
規

第
八
条

試
験
炉
規
則
第
十
四
条
第
四
号
及
び
第
七
号
、
試
験
炉
技
術
基
準
規
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則
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の

則
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の

十
二
第
四
号
及
び
第
七
号
、
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
二
条
第
一
号
、
加

十
二
第
四
号
及
び
第
七
号
、
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
二
条
第
一
号
、
加

工
規
則
第
七
条
の
八
第
四
号
及
び
第
七
号
、
加
工
技
術
基
準
規
則
第
二
十
条

工
規
則
第
七
条
の
八
第
四
号
及
び
第
七
号
、
加
工
技
術
基
準
規
則
第
二
十
条

第
一
号
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
十
一
号
ニ
及
び
ト
、
実
用
炉
規

第
一
号
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
十
一
号
ニ
及
び
ト
、
実
用
炉
規

則
第
九
十
条
第
四
号
及
び
第
七
号
、
実
用
炉
技
術
基
準
規
則
第
三
十
九
条
第

則
第
九
十
条
第
四
号
及
び
第
七
号
、
実
用
炉
技
術
基
準
規
則
第
三
十
九
条
第

一
項
第
一
号
、
船
舶
炉
規
則
第
二
十
七
条
第
四
号
及
び
第
七
号
、
第
二
種
埋

一
項
第
一
号
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
十
九
条
第
四
号
及
び
第
六
号
、
廃
棄
物

設
規
則
第
十
九
条
第
四
号
及
び
第
六
号
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
三
十
三
条
第

管
理
規
則
第
三
十
三
条
第
四
号
及
び
第
六
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
等

四
号
及
び
第
六
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
等
技
術
基
準
規
則
第
十
八
条

技
術
基
準
規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
五
条
第
四
号

第
一
項
第
一
号
、
貯
蔵
規
則
第
三
十
五
条
第
四
号
及
び
第
六
号
、
貯
蔵
技
術

及
び
第
六
号
、
貯
蔵
技
術
基
準
規
則
第
十
九
条
第
一
号
、
研
開
炉
規
則
第
八

基
準
規
則
第
十
九
条
第
一
号
、
研
開
炉
規
則
第
八
十
五
条
第
四
号
及
び
第
七

十
五
条
第
四
号
及
び
第
七
号
、
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
第
三
十
八
条
第
一
項

号
、
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
一
種
埋

第
一
号
並
び
に
第
一
種
埋
設
規
則
第
六
十
一
条
第
四
号
及
び
第
六
号
の
原
子

設
規
則
第
六
十
一
条
第
四
号
及
び
第
六
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る

力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
濃
度
限
度
（
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
二
条
第

濃
度
限
度
（
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
二
条
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
周
辺

一
号
に
つ
い
て
は
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
及
び
周
辺
監
視
区
域
の

監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
及
び
周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
お
け
る
水
中
に
係

境
界
に
お
け
る
水
中
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平

る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
に
つ
い
て
次
の
と

均
濃
度
が
次
の
と
お
り
と
す
る
。

お
り
と
す
る
。

［
一
～
六

略
］

［
一
～
六

同
上
］

［
２
～
４

略
］

［
２
～
４

同
上
］

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
の
報
告
）

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
の
報
告
）

第
九
条

製
錬
規
則
第
十
二
条
第
一
項
、
試
験
炉
規
則
第
十
八
条
第
一
項
、
核

第
九
条

製
錬
規
則
第
十
二
条
第
一
項
、
試
験
炉
規
則
第
十
八
条
第
一
項
、
核

燃
料
物
質
使
用
規
則
第
七
条
第
一
項
、
加
工
規
則
第
十
条
第
一
項
、
再
処
理

燃
料
物
質
使
用
規
則
第
七
条
第
一
項
、
加
工
規
則
第
十
条
第
一
項
、
再
処
理

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
、
実
用
炉
規
則
第
百
三
十
六
条
第
一
項
、
船
舶
炉

規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
、
実
用
炉
規
則
第
百
三
十
六
条
第
一
項
、
第
二
種

規
則
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
二
種
埋
設
規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
、
廃
棄

埋
設
規
則
第
二
十
七
条
第
一
項
、
廃
棄
物
管
理
規
則
第
四
十
条
第
一
項
、
貯

物
管
理
規
則
第
四
十
条
第
一
項
、
貯
蔵
規
則
第
四
十
八
条
第
一
項
、
研
開
炉

蔵
規
則
第
四
十
八
条
第
一
項
、
研
開
炉
規
則
第
百
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第

規
則
第
百
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
一
種
埋
設
規
則
第
九
十
一
条
第
一
項
の

一
種
埋
設
規
則
第
九
十
一
条
第
一
項
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
は
、
実

放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
と
す

効
線
量
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
等
の
算
定
）

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
等
の
算
定
）

第
十
条

第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
は
実

第
十
条

第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
は
実
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効
線
量
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部

効
線
量
と
し
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量

放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
率
並
び
に
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
十
二

率
並
び
に
核
原
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
第
十
二
号
ホ
、
再
処
理
技
術
基
準

号
ホ
、
外
廃
棄
規
則
第
二
条
第
一
項

、
外
運
搬
規
則
第
十
七
条
第
八

規
則
第
二
十
一
条
第
一
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
等
技
術
基
準
規
則
第

第
八
号

号
、
再
処
理
技
術
基
準
規
則
第
二
十
一
条
第
一
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋

十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
貯
蔵
技
術
基
準
規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号

設
等
技
術
基
準
規
則
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
貯
蔵
技
術
基
準
規
則
第

の
線
量
当
量
率
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
と
し
、
第
三
条
第
一
項

十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
線
量
当
量
率
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率

に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
並
び
に
試
験
炉
技
術
基
準
規
則

と
し
て
、
及
び
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量

第
三
十
一
条
第
三
号
、
使
用
技
術
基
準
規
則
第
二
十
条
第
三
号
、
加
工
技
術

並
び
に
試
験
炉
技
術
基
準
規
則
第
三
十
一
条
第
三
号
、
使
用
技
術
基
準
規
則

基
準
規
則
第
十
九
条
第
三
号
、
再
処
理
技
術
基
準
規
則
第
二
十
一
条
第
四
号

第
二
十
条
第
三
号
、
加
工
技
術
基
準
規
則
第
十
九
条
第
三
号
、
再
処
理
技
術

及
び
第
五
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
等
技
術
基
準
規
則
第
十
六
条
第
一

基
準
規
則
第
二
十
一
条
第
四
号
及
び
第
五
号
、
特
定
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
等

項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
貯
蔵
技
術
基
準
規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
四

技
術
基
準
規
則
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
貯
蔵
技
術
基

号
及
び
第
五
号
の
線
量
当
量
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
と
す
る
。

準
規
則
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
の
線
量
当
量
は
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
線
量
当
量
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
算
定
す
る
。

２

実
効
線
量
は
、
次
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
内
部
被

２

実
効
線
量
は
、
次
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
内
部
被

ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
の
和
と
し
て
算
定
す
る
。

ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
の
和
と
す
る
。

一

［
略]

一

［
同
上]

二

内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
は
、
別
表
第
一
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
放

二

内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た

射
性
物
質
の
種
類
に
応
じ
て
、
吸
入
摂
取
の
場
合
は
第
二
欄
に
、
経
口
摂

も
の
と
す
る
こ
と
。

取
の
場
合
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
実
効
線
量
係
数
に
摂
取
量
を
乗
じ
た
も
の

（
二
種
類
以
上
の
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
算
出
し
た
も
の
の
和
）
と
す

る
こ
と
。

３

等
価
線
量
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

等
価
線
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

［
略]

一

［
同
上]

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七

リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち

十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
適
切
な
方
と
す
る
こ
と
。

、
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

［
略]

三

［
同
上]

４

核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
六
第
二
号
ハ
、
核
原
料
物
質
使

４

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
並
び
に
核
燃

用
規
則
第
二
条
第
七
号
ハ
及
び
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
十
号
ハ
の
線
量
は

料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
六
第
二
号
ハ
、
核
原
料
物
質
使
用
規
則

、
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
七
号
ハ
及
び
受
託
貯
蔵
規
則
第
二
条
第
十
号
ハ
の
線
量
は
、
別
表
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第
一
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
放
射
性
物
質
の
種
類
に
応
じ
て
、
吸
入
摂
取
の
場

合
は
第
二
欄
に
、
経
口
摂
取
の
場
合
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
実
効
線
量
係
数
に

摂
取
量
を
乗
じ
た
も
の
（
二
種
類
以
上
の
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又

は
経
口
摂
取
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
算
出
し
た

も
の
の
和
と
す
る
。
）
と
す
る
。

５

実
効
線
量
又
は
等
価
線
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
診
療
を
受
け
る
た
め

５

第
二
項
の
実
効
線
量
又
は
第
三
項
の
等
価
線
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

の
被
ば
く
に
よ
る
も
の
を
除
く
も
の
と
す
る
。

診
療
を
受
け
る
た
め
の
被
ば
く
に
よ
る
も
の
を
除
く
も
の
と
す
る
。

６

線
量
当
量
及
び
線
量
当
量
率
、
実
効
線
量
並
び
に
等
価
線
量
に
つ
い
て
は

６

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

認
め
た
場
合
に
、
他
の
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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別
表
第
二

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
保
安
及
び
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一
部

改
正
に
関
す
る
表
（
第
一
条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

（
線
量
当
量
率
等
の
記
録
）

（
放
射
線
遮
蔽
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
当
量
率
等
の
記
録
）

第
一
条

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
保
安

第
一
条

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
施
設
の
保
安

特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。

特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。

及
び

又
は

）
第
三
条
第
一
項
の
表
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
線
量
当
量
率
並
び
に
同
号
ニ
の

）
第
三
条
第
一
項
の
表
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
線
量
当
量
率
並
び
に
同
号
ニ
の

線
量
当
量
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
も

線
量
当
量
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

の
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

２

規
則
第
三
条
第
一
項
の
表
第
五
号
ホ
及
び
ト
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線

２

［
同
上
］

量
は
、
次
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

一

一
年
間
の
線
量
及
び
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
期
間
の
線
量
に
つ
い
て
は

一

一
年
間
の
線
量
に
つ
い
て
は
、
実
効
線
量
並
び
に
皮
膚
及
び
眼
の
水
晶

、
実
効
線
量
並
び
に
皮
膚
及
び
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量

体
の
等
価
線
量

［
二
・
三

略
］

［
二
・
三

同
上
］

３

［
略
］

３

［
同
上
］

４

前
項
に
規
定
す
る
五
年
間
の
線
量
は
、
一
年
間
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
実
効

４

前
項
に
規
定
す
る
五
年
間
の
線
量
は
、
一
年
間
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
実
効

線
量
及
び
眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
線
量
に
つ
い
て
記

線
量
の
合
計
線
量
に
つ
い
て
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

録
す
る
も
の
と
す
る
。

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

第
五
条

［
略
］

第
五
条

［
同
上
］

２

規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度

２

［
同
上
］

は
、
等
価
線
量
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
五
年
間
に
つ

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
一
年
間
に
つ
き
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

［
二
・
三

略
］

［
二
・
三

同
上
］

（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
濃
度
限
度
）

（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
濃
度
限
度
）

第
六
条

規
則
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
濃
度

第
六
条

規
則
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
濃
度

別紙５
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限
度
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

限
度
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
が
次
の
と
お
り
と
す
る
。

［
一
～
五

略
］

［
一
～
五

同
上
］

（
緊
急
作
業
に
係
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

（
緊
急
作
業
に
係
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
限
度
）

第
七
条

［
略
］

第
七
条

［
同
上
］

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
事
象
が
発
生
し

２

［
同
上
］

た
場
合
の
規
則
第
十
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度

は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
二
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
眼
の
水
晶
体
の
等

価
線
量
に
つ
い
て
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
に
つ
い
て

一
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
第
三
項
第
一
号
若
し
く

二

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第

は
第
二
号
に
定
め
る
検
出
さ
れ
た
放
射
線
量
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

二
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た
こ

当
該
各
号
に
定
め
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
又
は
同
条
第
四
項
第

と
又
は
同
条
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
事
象

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
事
象

［
三
・
四

略
］

［
三
・
四

同
上
］

３

規
則
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
場
合
は
、

３

規
則
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
場
合
は
、

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
象
の
い
ず
れ
か
が
発
生
し
た
場
合
と
す
る
。

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
象
の
い
ず
れ
か
が
発
生
し
た
場

合
と
す
る
。

（
周
辺
監
視
区
域
外
等
の
濃
度
限
度
）

（
周
辺
監
視
区
域
外
等
の
濃
度
限
度
）

第
八
条

規
則
第
十
六
条
第
四
号
及
び
第
七
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め

第
八
条

規
則
第
十
六
条
第
四
号
及
び
第
七
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め

る
濃
度
限
度
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と

る
濃
度
限
度
は
、
三
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度
が
次
の
と
お
り
と
す
る
。

す
る
。

［
一
～
六

略
］

［
一
～
六

同
上
］

２

線
量
告
示
第
二
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
は
適
用
し
な

２

前
項
の
規
定
は
、
線
量
告
示
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
原
子
力
規

い
。

制
委
員
会
が
認
め
た
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
等
の
算
定
）

（
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
等
の
算
定
）

第
九
条

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
は
一
セ

第
九
条

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
当
量
は
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線

ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
係
る
線
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量
当
量
率
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
算
定
す

量
当
量
率
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
と
す
る
。

る
。

２

実
効
線
量
は
、
次
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
内
部
被

２

実
効
線
量
は
、
次
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
内
部
被

ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
の
和
と
し
て
算
定
す
る
。

ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
と
の
和
と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
は
、
線
量
告
示
別
表
第
一
の
第
一
欄
に

二

内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た

掲
げ
る
放
射
性
物
質
の
種
類
に
応
じ
て
、
吸
入
摂
取
の
場
合
は
第
二
欄
に

も
の
と
す
る
こ
と
。

、
経
口
摂
取
の
場
合
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
線
量
係
数
に
摂
取
量
を
乗
じ
た

も
の
（
二
種
類
以
上
の
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
し

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
算
出
し
た
も
の
の
和
）

と
す
る
こ
と
。

３

等
価
線
量
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

３

等
価
線
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

［
略
］

一

［
同
上
］

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七

リ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち

十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
適
切
な
方
と
す
る
こ
と
。

、
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

［
略
］

三

［
同
上
］

［
項
を
削
る
。
］

４

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
は
、
線
量
告

示
別
表
第
一
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
放
射
性
物
質
の
種
類
に
応
じ
て
、
吸
入
摂

取
の
場
合
は
第
二
欄
に
、
経
口
摂
取
の
場
合
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
線
量
係
数

に
摂
取
量
を
乗
じ
た
も
の
（
二
種
類
以
上
の
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、

又
は
経
口
摂
取
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
算
出
し

た
も
の
の
和
と
す
る
。
）
と
す
る
。

４

実
効
線
量
又
は
等
価
線
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
診
療
を
受
け
る
た
め

５

第
二
項
の
実
効
線
量
又
は
第
三
項
の
等
価
線
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

の
被
ば
く
に
よ
る
も
の
を
除
く
も
の
と
す
る
。

診
療
を
受
け
る
た
め
の
被
ば
く
に
よ
る
も
の
を
除
く
も
の
と
す
る
。

５

線
量
当
量
及
び
線
量
当
量
率
、
実
効
線
量
並
び
に
等
価
線
量
に
つ
い
て
は

６

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

認
め
た
場
合
に
、
他
の
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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別
表
第
一

平
成
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
細
目
等
を
定
め

る
告
示
）
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表
（
第
一
条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

（
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
線
量
限
度
）

第
三
十
八
条

削
除

第
三
十
八
条

規
則
第
十
七
条
第
八
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量

限
度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

五
年
間
（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
以
後
五
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二

一
年
間
（
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

三

女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
法

第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
等
（
以
下
単
に
「
原
子

力
事
業
者
等
」
と
い
う
。
」
）
及
び
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委
託

さ
れ
た
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
前
二
号
に

規
定
す
る
ほ
か
、
四
月
一
日
、
七
月
一
日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を

始
期
と
す
る
各
三
月
間
に
つ
き
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

２

規
則
第
十
七
条
第
八
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
は
、

等
価
線
量
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

眼
の
水
晶
体
に
つ
い
て
は
、
一
年
間
に
つ
き
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二

皮
膚
に
つ
い
て
は
、
一
年
間
に
つ
き
五
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

三

妊
娠
中
で
あ
る
女
子
の
腹
部
表
面
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
出
等
に
よ

り
、
原
子
力
事
業
者
等
及
び
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た

者
が
妊
娠
の
事
実
を
知
っ
た
と
き
か
ら
出
産
す
る
ま
で
の
間
に
つ
き
二
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
実
効
線
量
等
の
算
定
）

第
三
十
九
条

削
除

第
三
十
九
条

前
条
の
実
効
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
と
す
る

。
２

前
条
の
等
価
線
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

別紙６
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一

皮
膚
の
等
価
線
量
は
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
と
す
る
こ

と
。

二

眼
の
水
晶
体
の
等
価
線
量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七

十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
適
切
な
方
と
す
る
こ
と
。

三

第
三
十
八
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
女
子
の
腹
部
表
面
の
等
価
線

量
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
と
す
る
こ
と
。

３

前
条
の
実
効
線
量
又
は
等
価
線
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
診
療
を
受
け

る
た
め
の
被
ば
く
を
除
く
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め

た
場
合
に
他
の
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
緊
急
作
業
に
係
る
線
量
限
度
）

［
条
を
削
る
。
］

第
四
十
二
条

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線

量
限
度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
眼
の
水
晶
体
の
等

価
線
量
に
つ
い
て
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
に
つ
い
て

一
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（

平
成
十
二
年
政
令
第
百
九
十
五
号
）
第
四
条
第
四
項
第
四
号
若
し
く
は
第
六

条
第
三
項
第
三
号
の
区
分
に
よ
り
同
号
に
定
め
る
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
又
は
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
原
子
力
防
災
管
理
者
が

通
報
す
べ
き
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
事
象
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
二
十
四

文
部
科
学
省

年
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）
第
三
条
若
し
く
は
第
四
条
の
事
象
が
発
生
し
た

国
土
交
通
省

場
合
の
規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限

度
は
、
実
効
線
量
に
つ
い
て
二
百
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
眼
の
水
晶
体
の

等
価
線
量
に
つ
い
て
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
に
つ
い

て
一
シ
ー
ベ
ル
ト
と
す
る
。

３

規
則
第
二
十
六
条
第
三
項
第
三
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
場
合

は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
象
の
い
ず
れ
か
が
発
生
し
た
場
合
と
す
る
。
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- 3 -

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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